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1．は じめ に

　
「
調 べ 学習 」 を 重視 す る 平成 元年 〔1989）度 の 指導

要領 の 改訂 に よ っ て ，公共図書館に負担がか か っ て

い る事例 は，た とえば 「
現代 の 図書館 2 誌 の 40 号の

特集
O

に 見 る よ うに，枚挙 に い と まがない 。こ の こ

とか らもわか る よ うに，初等中等教育の 変遷 は 学校図

書館 の み ならず公共図書館に も大きな影響を与えた 。

　そ うし た な か ，2003年度 よ り高 校 に新教 科
「
情

報」 が 導入 さ れ た 。 こ の 新教科に よ っ て 図書館 と授

業 の 関係が どの よ う に変わ る の か とい う関心 が 起 き

た 。 我 々 は ，新教科 「情報」 を詳細 に 検討す る こ と

が必要 で ある と判断 した。下記の 三 つ の視点か ら分

析 した 。

　
・ 「

調 べ 学習 」 と 図書 ・図書館 ・図書館員

　
・
新教科

「
情報」 と 図書 ・図書館 ・

図書館員

　
・
図 書館利 用 者教育 と新教 科

「

情報」

　こ の 目的を達成する た め に
， 我 々 は 文部科学省検

走済み の 教科書 を収集 し，2004年 3 月段階 に おける

分析結果を，円本図書館研究会第45回研究大会 で 発

表 した 。 本稿は そ の 発表内容 に追記 したもの で あ る 。

　な お ，本研 究 に おい て は 日本図書館研 究 会情報 シ

ス テ ム 研究グ ル ープの構成員，特 に出澤茂博士 （桃

山学院大学非常勤講師）と本 111晶子氏 （プ ロ ス イ ン

ターナ シ ョ ナ ル ）の 助言を うけた 。 また，桃山学 院

大学総合研究所共同研究プ ロ ジ ェ ク ト03共 ユ63 「
世

界市民 の 育 成 の
一

環 と して の 「青報教育」 よ り援助を

受け た 。

と うま　 ま こ と　桃 山学 院大 学経済学 部

しほ た 　つ と む　桃 山 学 院 大学 経営学部

た に も と　た つ や　羽衣 国際大 学 ・
羽 衣学園 短期大学

に しお か 　きよ の り　 大 阪 市立 大学大学 院創 造都 市研 究科

2齟　新教弄斗　「
al

青幸匿」　概観

2．1．　 新教科 「情報」 導入の 経緯

2．1．1． 平成元年 （1989）の 指導要領改訂ま で の 経緯

　本節 で は 主 に 「高等学校指導要領解説 情報編『
〕

（以
一
ト
．
，厂

指導要領解説」〉に 従 い ，平成 元 年 の 指導

要領改訂まで の わが 国 の教育行政 に おける普通教育

における情報教育 の 変遷 に つ い て簡単に掌握す る 。

　 昭和60年（1985）6 月 に臨時教 育審議会 は第
．一
次 答

申
3｝

の 中で 「
社会 の 情 報化を真に 人 々 の 生活の 向上

に 役立 て る 上で ，人 々 が 主体的な 選択 に よ り情報 を

使 い こ な す力 を 身 に 村 け る こ とが今後へ の 重要 な 課

題 で あ る 」 と して ，学校教育に お ける情報化へ の 対

応 に つ い て提言 した 。

　 こ れ を受け る 形 で 昭和60年 （1985）8 月に
「

情報化

社会に対応す る初等 巾等教育 の 在 り方に 関す る調査

研究協力者会議」 は第
・
次答 Hl　

’t）
にお い て 情報化の

進展 と学校教育 の 在 り方，学校教 育 に お け る コ ン

ピュ
ータ利用等の 基本的考え方，小 学校 ， 中学校及

び高等学校の各段階に お ける コ ン ピュ
ータ を利用 し

た学習指導 の 在り方 な ど に つ い て 提言 し た 。

　 さ ら に，昭和61年 （1986）4 月 に臨時教育 審議 会 は
　 　 　 　 　 5）

第二 次答中　に お い て ，
「
情報活用 能力」 とい う概

念 は
，

「
情報及 び情報手段を主体的 に 選択 し活用 し

て い くため の 個人 の 基礎的な資質」 を指す もの と定

義 し，
「

読み ，書 き，算盤」 と並 ぶ 基礎 ・某本 と し

て位置 づ け た うえ，学校教育 に お い て その 育成 を 図
　 　 　 　 　 　 　 ti）
る こ と を提言 した 。

　ま た 昭和62年（1987）12月の 教 育課程審議会答申は
，

「社会の 情報化 に 主体的 に対応 で き る基礎的 な資質

を養う観点か ら，情報の 理 解 ， 選択 ， 整理，処理 ，

創造 などに 必要 な 能力及 び コ ン ピ ュ
ー

タ等の 情報手

段 を 活用す る能力 と態度の 育成が 図 ら れ る よ う配慮
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す る 」 こ とを提言 した 。

　情報 に 関す る 部分 に 関 して は こ れ ら を受け る 形 で
，

小学校，中学校，及び高等学校 の 学習指導要領 の 内

容 の 全 面 改 訂 が 行 わ れ ，平成 元 年（1989）3 月 に 内容

が公示 された。

2．1．2．　平成元年（1989）の 指導要領改訂以降の経緯

　本節で は前節を受けて平成元年指導要領改 訂以 降

の 普通教育に お け る情報教育の 変遷 を簡単に 追 う。

　平成元年（1989）か ら 数年 を 経 た 平 成 8 年 （1996｝以

降，次 々 と教育関連 の答申等が 出 さ れた。そ の 概略

を 記す。

答申続発 の 背景 に つ い て 指導要領 解説
7 ｝

で は
・
こ

れまで の 情報教育 の 実施状況や 実施結果の 評価 をも

とに，また，情報化 の 進展が急速 に進み答 申等 が出

され た昭和60年代 と異 な る状況に あ る こ とに も配慮

し て
， 情 報教育 の 改善を 図 る た め に

，
以 下 の よ うな

答申等が なされた 。」 と述 べ て い る 。

　 中央教育審議会 は 平成 8年 （1997）7 月 に 『21世紀
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8］

を展望 した我が国 の 教育の 在 り方 に つ い て 』 と題す

る答申を行っ た 。 こ の な か で ，こ れ か ら の 情報社会

に生 きて い く子供 たちに どの ような教育が必要 か ，

また教育の改善 ・充実の ため に コ ン ピ ュ
ー

タ や情報

通 信 ネ ッ トワ
ーク を ど の よ う に 生 か し て い くか とい

う観点 か ら
， 情報化 と教育に つ い て推進すべ き こ と

と して ，次 の 4 点が示 され て い る 。

　  情報教育の体系的な実施

　  情報機器，情報通信 ネ ッ トワ
ーク の 活用 に よ

　　 る学校教育の 質的改善

　  高度情報通信社会に対応す る
「

新 し い 学校」

　　 の 構 築

　  情報社会 の
「
影」 の 部分 へ の 対応

　 こ れ を受け る形で 平成 9 年（1997）ユ0月に，
「

情報

化 の 進展 に 対応 した 初等 中等教育 に お け る 情報教育

の推進等に関す る調査研究協力者会議 」 が 上述 の 中

央教育審議会第
一

次答申 を 踏 ま え
， ce・　一次 報告

『
体

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）

系的な情報教育 の 実施 に 向け て 』 をま とめ
， 体系的

な情報教育に つ い て の 提言を行 っ た 。 そ の提言の 中

で ，情報教育 の 目標が下記 の 3 つ の 観点に整理 され

て い る。

　
・
情報活 用 の 実践力

　 ・情報 の 科学的な理解

　 ・情報社会 に参画す る 態度

　 ま た 教育課程審議会は，平成 10年（1998）7 月に 答

申
1°冫

の なかで ，各学校段階
・各教科等を通 じ る 主な

　 　 藤 閙 ほ か ：
「
情 報 」 科 目テ キ ス トに お け る

「
図 書 館 」

課題 に 関す る 基本的考え方 の つ と して
「
情報化 へ

の 対応」 を あ げ，体系的 な情報教育 に つ い て触れ て

い る。特 に高等学校 につ い て は次の よ うに述べ て い る 。

高等学校 にお い て は
， 情報壬段 の 活用 を図 りな

が ら情報を適切に判断 ・分析す るための 知識 ・

技能 を習得させ
， 情報 社会 に主体 的に対応す る

態度を育て る こ とな どを内容 とす る 教 科
「
情

報 」 を新設 し必修 とす る こ とが 適 当 で あ る 。

　以 一ヒの ような答申や 報告を踏 まえて情報教育 の体

系化が図 られる中 で
， 普通教科

「
情 報．1 が新設 され

る こ ととな り，平成 11年 C19　99）3 月 に公示 された新

しい 高等学校指導要領 の 中 に取 り入 れ ら れ た 。
こ の

指導要領 は，平成 15（2003）年度 よ り実施 され て い る 。

2．2．　 教科 「情報」 の 概要

2．2．1． 情報教育 の三 本柱

　指導要領上 の 情報教 育に は，先 に も述 べ た 三 本柱

「
情報活用 の 実践力」

「
情報 の 科学 的な理解 1

「
情報

社会に参画する 態度」 があ る。こ れ らを少し詳 しく

引用す る1］〕
　○情報活用の実践力 ：課題や 目的に応 じて 情報手

　　　段 を適切 に 活用 す る こ と を 含 め て ，必要 な情

　　　報を主体的に収集 ・判断 ・表現 ・処理 ・創造

　　　し，受け手の 状況などを踏まえ て 発信 ・伝達

　　　 で きる能力 。

　○情報の 科学的な理解 ：情報活用の 基礎となる情

　　　報手段 の 特性 の 理解 と
， 情報 を適切 に 扱 っ た

　　　 り，自らの 情報活用 を評価 ・改善す る た め の

　　　基礎的な理論や方法の 理解。

　○情報社会に参画 する態度 ：社会生活の 中で情報

　　　や情報技術 が果た して い る役割 や 及 ぼ して い

　　　 る影響を 理解 し，情報 モ ラ ル の 必要性 や 情報

　　　 に対す る 責任 に つ い て 考え，望 ま しい 情報社

　　　会 の 創造 に参 画 しよ うと す る 態度。

　 しか し，
三本柱 ともに 図書館 ・文書館等の公的な

情報機構へ の 認識が浅 い と我 々 は考える。

　 まず，「情報活用の 実践力」 で は，公共 の 情報活

動 を 支援す る た め の 社会装置 と して の 図書館等が 視

野 に な く，あ くま で 個人 が 個人的 に 情報収集する こ

とに とどま っ て い る と言わ ざるをえな い 。

　 また，「情報 の 科学的な理解」 に おける
「
科学」

と は 広義 の コ ン ピュ
ータ 関連 に終始 して お り，そ こ

に
「

図書館情報学」 や 三輪真木子が
『
情報検索 の ス
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キ ル 12）などで言 うとこ ろ の
「情報探索行動 の モ デ ル

化」 等は包含され て い ない とい える。

　 さ ら に，「情報社会に参画する 態度」 に お い て も

図書館等は重視 されて い な い ，、

　 こ うした認識を受けて か 「情報化 の 進展 に対応 し

た初等中等教育に お け る 情報教育 の 推進等に 関す る

調査研究協力者会議」 最終報告
L3♪

で は，学校 図書館

の 職務の先頭 に 「教育 ソ フ トウ ェ ア
・
指導事例 に 関

する情報の 収集」 を挙 げて い る 。また こ の 最終報告
1’O

で は情報手段 を
「

コ ン ピ ュ
ータ等 の 情報機器や情報

通信ネッ トワ
ーク」 に 限定 して い る。情報 と図書館

を緊密に考え る 立場に 立 つ 我 々 として は，こ の 状況

は望ま し くな い と 考え る。

2．2．2．　 新教科 「情報」 の科目構成

　新教科
「

情報」 と
一

口 に言 うが ，実際の それ は 普

通教科3 科目 と専門教科 11科 目 に よ っ て構成 さ れ る 。

　 普 通教 科
「
情 報」 は

「

情 報 A 」
「情報 B 」

「
情 幸艮

C．「 とい う3 科囗 か らなる。普通教科 1
情報 」 は選

択必 修 と さ れ て い る 。 す な わ ち ， 高校生 は 「

情報

A 」
「
情報 B 」

「
情報 C 」 の 少 な くとも

一
つ を履修 し

な けれ ば ならな い 。こ れ ら 3 科 日 の 違 い は
， 全科 目

に 共通する 三 本柱 「
情報活用 の 実践 力．」 1

．
情報の 科

学的 な理解 」
「
情報杜会 に参画す る 態度」 の い ずれ

に力点を置い て い る か に ある 。 た だ し， どの 科 目も

三 本柱の特定の 一
つ だ けを含 むの で はな く，す べ て

を 踏 まえた ヒで 力点 の 置 き方 に違 い をつ け て い る 。

　 なお，専門教科
「

情報」 に は 「
情報産業 と社会」

「

課題研究」
「情報実習 」

「
情報と 表現 」

「
ア ル ゴ リ

ズ ム 」
「
情報 シ ス テ ム の 開発 1

「
ネ ッ トワ ーク シ ス テ

ム 」
「
モ デ ル 化と シ ミ ュ レーシ ョ ン」

「
コ ン ピ ュ

ー
タ

デ ザ イ ン 」
「

図形 と 画像 の 処理 」
「
マ ル チ メ デ ィ ア表

現」 とい う11科目が含まれ る 。 こ れ ら は
， 職業教育

の ため の 科 目 とい う位置づ けで あ る 。

2．2．3．　 情報教育の 初 等中等教育 の 中で の位置づ け

　　　 　に つ い て

　 こ こ で は，情報教育の 初等中等教育 の 中 で の 位置

づ け に つ い て 述 べ る 。

　前記 の よ うに ，普通 教科
「
情報 亅 は 三 本柱

「
情報

活用 の 実践力」
「

情報の科学的な 理解 」
「
情報社会 に

参画する 態度」 を横断する 形 で 高等学校教育 に組 み

込 ま れ て い る 。 しか し，初等中等教育に お け る情 報

教育は，高等学校に お ける教科 「情報」 だけで行わ

れ る の で は な い
。

　小学校 ・II
．
1学校で は情報教育に 関す る 独立 した教

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Vol．56　 No ．2

科はな い が，下 記 の よ うに他の 教科 や 総合的な学習

の 時 間 に 情報教 育 は組み 込 まれ て い る 。 なお
， 教育

行政 で は，小学校の段階 の教育を初等教育，中学 ・

高等学校 の 段階 の 教育 を 中等教育と呼ぶ こ と を念押

しして お く。

　◎　小中学校教育に お い て

　　情 報活用 の 実践力 ：小学校 ・中学校を通 じて の

　　　総合的な学習の 時間，各教科 で の 活用 ，中学

　　　校 で の 教科
「
技術 ・家庭 」

　　情 報 の 科学的 な理解 ： 中学校で の 教科
「
技術 ・

　　　家庭 」

　　情報社会 に 参画 す る 態度 ：中学校で の 教科
「
技

　　　術 ・家庭」
「社会」

　◎　高等学校 に お い て

　　情報教育は新教科 「情報」 だ け で 扱 うの で は な

　 く
， 下記 で も扱 うこ と に な っ て い る 。

　　情報活用 の 実践 力 ：総合的な学習 の 時間，各教

　　　科で の 活用

　　情報の 科学的な理解 ：教科
「
数学 」 など

　　情報社会に 参画 する態度 ：教科
「
公民」

　以 ヒを図で示す と図 1 の よ うに なる 。

｛1こ
穫

・
甲

学
校

高
等
学
校

　 図 1　 初等中等教育で の 情報教育

　　　　　　　　　　　　（指導要領解説 2 ）
情 報 活 用の 実践力　　 1情報の 科学的な理解 1情報社 会に参画 す る

「　　　　　　　　　　　 I
I　　　　　　　　 I態度

I　　　　　　　　　　　 I

総 各
I　　　　　　　　　　　 I
I　　　　　　　　　　　　 I

合 l　　　　　　　　　　　 I

的 教
一一一

十
一一一．一一一一一1− 一一一一一一一

な

学 科 技 術 ・家庭 社

習 「

情報 とコ ン ピュ
ー

タ 」 会
の で

時

間

で

の

　 　 I　　　　　　　　　　　 I− 　一
卞
一　一一一一一一

1
− 『』一一一一一

　　3〔亜 コ 3
の 活 」　　　 　　 　　　 　　 　 1

活

坩 用 普通 教 科 公

婿　 　報 民

2．3． 新教科 「情報」 の 担当教員養成に関 して

　本節で は教科 「情報」 の 教 員養 成教 育に お け る

「

図書館」 へ の 言及 に つ い て 簡単に検討す る 、

2，3．1．　 「
情報科教育法」 の教科書分析

　2004年初頭 の 段階 で ，
「
情報 科教 育法」 と い う書

名 の 大学教科書 は 4 点
且5’⊥fi’17，IS）

が 出版 されて い る。

しか し，どの教科書の 索引にお い て も
「

図書館」 と
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「
情 報」 科 目テ キ ス トにお け る

「
図 書 館」

表 1　 情報 A の 教科書の調査結果

図　書　館
図 書／雑誌

／ 教 科 書
調 べ 学 習

博 物 館 ／

公 文 書 館
情 報 公 開

情報伝達／

発 　　　信

情報提供／

開 　 　 　 示

司　書　／

司 書 教 諭

出 版 社 A 0 0 0 0 o 3 1 0

出 版 社 B o 1 0 o 0 5 0 2

出 版 社 C 6 9 0 o 0 14 5  

出 版 社 D 2 3 0 0 0 6 0 0

出 版 社 E 5 o 0 1 0 7 0 2

出 版 社 F 9 3 o 2 0 10 0 0

出 版 社 G 4 2 0 ユ 2 8 0 0

出 版 杜 H 2 0 0 0 2 13 2 0

出 版 社 工 4 0 o 0 3 8 2 0

出 版 社 J 1 1 o 0 o 0 0 0

出 版 社 K ユ 1 0 0 8 0 12 0

出 版 社 L 2 0 o 0 2 14 0 0

出 版 社 M 1 2 0 0 0 8 1 0

表 2　情報 B の 教科書の 調査結果

図　書　館
図 書／雑誌

／ 教 科 書
調 べ 学 習

博 物 館 ／

公 文 書 館
情 報 公 開

情報伝達／

発　　　信

情報提供／

開　　　示

司　書　／

司 書 教 諭

出 版 社 A 7 0 0 4 3 2 1 0

出 版 仕 B 3 1 0 0 0 O 0 0

出 版 社 C 6 3 0 0 0 4 o 0

出 版 社 E 4 3 0 0 2 2 0 0

出 版 杜 F ユ1 9 0 0 o 4 0 1

出 版 祉 G 2 2 0 ユ 1 1 o 0

出 版 仕 τ 1 6 0 0 0 2 0 o

出 版 社 J 2 2 0 1 0 2 o 0

出 版 社 L 1 0 0 0 1 1　 　 　　 　 0 0

表 3　 情報 C の 教科書の調査結果

図　書　館
図書／雑誌

／ 教 科 書
調 べ 学 習

博 物 館 ／

公 文 書 館
情 報 公 開

情 報 伝 達 ／

発 　 　 　信

情 報 提 供 ／

開　　　示

司　 書 　 ／

司 書 教 諭

出 版 杜 A 1 ユ 0 0 lD 0 0 0

出 版 社 B 1 2 0 0 1 3 0 0

出 版 社 C 3 0 0 0 2 5 0 0

出 版 社 E 3 3 0 0 D 0   0

出 版 社 F 5 2 o 0 o 0 0 o

出 版 社 G 1 2 0 0 1 1　 　 　 　 　 0

出 版 社 J 0 0 0 0 D 0　 　 　 　 　 0　 ．

qO
　r

出 版 仕 L 2 0 0 〔｝ 1 0 o 0

出 版 杜 M 1 0 0 0 1 4 工 0
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い う項 目が な い 。

2．3．2． 現職教員等講習会 に つ い て

　新科冖が導入 さ れ た こ との経過措置 と して ，文部

科学省 は
， 数学 ・理科 ・農業 ・⊥ 業 ・商業 ・水産 ・

家庭 ・看護の教科の 免許状を有する 高等学校教員が

文部省令で 定め る情報の 教科に 関す る 講習 を修了 し

た場合に情報の 教科に つ い て の 高等学校教諭一種免

許状を平成15（2003）年 3 月31目まで の 経過措 置 と し

て 授 与した
。

　 こ の 講習内容に 関 し て は，た とえば 本田 ほ か
『
情

報教育 の 新 パ ラ ダ イ ム 』 な ど
ユ9’2e’21’22｝

で 見る こ と が

で きる が，
「
概 要」 で見る 限 りに お い て 図書館に つ

い て ，ほ とん ど言及 さ れ て い な い り

3．検定済教科書の 分 析

　具体 的 な 分析 を行 うた め
， 文部科学省の 検定に合

格 した情報 A の 13種，情報 B の 9 種，情 報 C の

9 種 の
， 合計 14社 25種の 教科書を採 りあげた 、

3．1．　教科書における
「
図書館 」 関連キ

ー
ワ ードの

　　 　分析

　 まず予備的 に 全体像 を掴 む た め に ， 図書館 をは じ

め
，

「
情 報」 を 扱 う社会的機関が各教科書 で どの よ

うに 扱わ れ て い る か を見 た。そ の た め に 「図 書館」

「

図書／調べ 学習」
「

博物館／公文書館 」
「
情 報 公

開」
「情報伝達／発信」

「情報提供／ 開示 」
「
雑 誌／

図書／教科書」
「

司書／司書教諭」 とい うキ ーワ ー

ドを設け，そ れ らが ど の 箇所 に 出現 して い るかを数

え 上 げ た 。 出現回数 の
一

覧表 を表 1〜 3 に 示 す 。

「
／ 」 で続けた キ

ー
ワ
ー

ドは，どち らか が 出現 して

い れば 1 回 と数えて い る。

　 こ れ らの 表から読 み 取 る こ とが で きる の は，公 共

の 情報活動を支援す る ため の 社会装置 と し て の 図書

館，公 文書館，博物館等 に 関連す る キー
ワ
ー

ドが少

し しか 使 わ れ て い な い こ と で あ る。他方，
「

情報公

開」 と い うキ
ー

ワ
ー

ドは そ れ な りに 出現 し て い る 。

し か し当該教科書にお け る そ の 語 の 主たる用途 は情

報公開制度 の こ と で はな く，web サ イ トを用 い た

自己の 情報提供とい う文脈の それで あ り， 図書館 サ

イ ドか らの 期待 にそむ くもの で あ る 。

　次 に
「
司書／司書教諭」 とい うキーワ ードにつ い

て考察す る と，こ れ に言及 の ある教 科書 は 2種 だ け

で あ る 。 しか もそ の うちの 1 種は大 学 で 取得 可 能 な

資格 の
一

覧 の な か に 出現 す る だ け の もの で あ る 。 す

なわ ち，ほ と ん どの 教科書の執筆者に お い て 司書／

ユ 24

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Vol，　56　　No ．　2

司書教諭 が ，重 要 な 情報専 門家 と して 意識 さ れ て い

な い こ とが示唆 される 。

　次 に，
「
図書館 」 とい うキ

ー
ワ ード に つ い て

， 何

回その 教科書 に 出現 した か数えた 。 結果を表 4 に示す。

表 4 　「
図書館」 と い うキ ーワ ー ドの 出現回数

出 現 回 数 01 　 2345679ll

情　轍　A2330211o ユ 0

情
．

報　B022 ユ 101101

清 　 報 　 C14120100o0

合　副 39633221 王 1

　 まず fiに｛・1くこ と と して ，図書館 へ の 言及そ の も

の が ない 教科書が 3点あ る 。 こ の こ とか ら，
「

図書

館」 へ の 言及が まっ た くな い 教科書が 教科 書検定 で

許容 され て い る こ とが わ か る 。 逆 に，
「
図書館」 と

い う キ ー
ワ
ー

ドが 11回 と出現回数の
一

番多 い 情報

B の教科書を見 る 。 こ の 情報 B の 教科書で頻出す

る 理 由は，問題解決 の 例題 と して 学校 図書館 の 貸 し

出 し管理 シ ス テ ム の 試作 を扱 っ て い る こ と に あ る 。

こ れは，指導要領が 図書目録を題材例示 と して い る

こ とに発想を得 た もの で あ る か も知 れない 。しか し，

管理 部分 に は慎重 に 扱 うべ き点が あ る こ と を看過 し

て は な らない 。こ の 部分の 執筆者は 図書館 の 運営 で

は周知の 事実 に つ い て 認識が浅 い の で はなか ろ うか

と内容か ら推測 され る。一
例 を挙げ る と，学籍番 号

か らそ の 生徒が借 り出し て い る 書籍 の
一

覧表 を作 る

例が挙げ られ て い る。学校図書館 と公共図書館は違

う と は い え，こ の様な個 々 人 の 読書履歴 を周知 の も

の とす る よ うな 機能 を導入す る の は，望 ま し くない

挙例 と我 々 は 考 える。

　そ れ以外 の 教科書に お い て も 「
図書館 」 の 語 は

「

図書館 の 百科事典で 見 て み まし ょ う。」
「
図書館の

本で ○○ と い う記述 を見 た。」 とい っ た 断片的使用

に 留まる もの が ほ とん どで あり， 図書館 の 社会的意

義に 立脚 し た もの は 見当 た らない 。

　まとめ る と，普通教科
「
情報．」 の 教科書 で

「
図書

館一1 に 関する記述は ほ と ん ど な く，我 々 の 立場か ら

期待する レ ベ ル の 記述 はない と言え る 。

3．2．　 「教授指導書」 に おける 「
図書館」 の扱 い

　教科書会杜は検定済み 教科書 を発売す る と同時に，

学校現場 の 便 宜 を 図 っ て そ の 教科書を使用す る 教諭

向け に 「
教授指導書」 を作成す る こ とが 多い

。 教科

書 には 文 部科学省 の 検定 とい う制限が あ る が，
「
教
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授指導書．1 に は そ の よ うな制限 が ない の で ，比．較的

自由 な記述 が 可能 で あ る 。 そ こ で
，

そ の
「
教授指導

書」 に 関 して ，教科書 よ り
「

図書館 」 と い うキ
ー

ワ
ー

ドが よ り詳細 に 扱 わ れ る か との 期待 が も た れ る 。

そ こ で 指導書に お け る対応箇所を確認し た 。

　結果，教科書本体 以上 の 図書館へ の 言及 は なか っ

た 。 し たが っ て，我々 として は常識とも思 える
「
図

書館 で 調べ もの をする 課題 を出すときは学校図書館

や 近 隣の 公共図書館に連絡 を取 る 亅 とい う レ ベ ル の

指導す ら記述が ない 状態で あ っ た 。 ま して や ，図書

館利用 に つ い て の 基礎的な知識 へ の 言及 は な く，
さ

ら に は，「相互 利用 とい う形で 形成 され て い る図書

館ネ ッ トワ
ー

ク 」
「
図書館 の 図書館 と し て の 国立国

会図書館」
「利用者情報の流出の厳禁」 な どへ の 言

及 は な い 。付 け加え る と，
「
図書館 の 自由宣 言」 に

象徴さ れ る，利用者 の 知的権利の 側面 へ の 言及 は，

情報 と 図書館を緊審に考え る我々 が 強く期待 した と

こ ろ で あ る が，
「
情 報」 関係教科書 に は ほ と ん ど見

当た ら なか っ た 。

4．まとめ と今後の 課題

　今同の 調査で は
，

1
図書館」

「司書 ・司書教諭」 な

ど の キ ー
ワ
ードを単純 に 抽出 し て 調べ た 。

こ れ ら の

キ
ー

ワ
ー

ドが 文脈や 目次で どの ように 扱われ て い る

か に つ い て 把握 ， 分析 す る こ と は 今後 の 課題 で あ る 。

　現段 階の 調 査 に よると新教科
「
情報 ［ の 検定済 み

教科書に お け る，
「
図書館 」

「
司書 ・司書教論」 な ど

を 始 め とす る 社会的情報機構に 関する キ ーワード出

現頻度 は 低 い 。 こ の こ とか ら，新教科
「
情報 1 の ，

教 科 設 計 ・内容策定 ・教科 書執筆等 に 携 わ る 人 々 の

大半は 図書館利用 の 経験が 少な い の で はない か と危

惧 す る。確か に，指 導 要領 に は 「
学 校 図書館 の 利

用」 に つ い て の 言及 は ある 。 しか し，斎藤文男 の

「85％ とい う哀 しみ と喜 び13〕な どで もわ か る よ うに，
「
図書館に つ い て知っ て い る 」 と V ｝ b 自覚が あ る 人

が 必ず しも図書館サ ービ ス に つ い て知 っ て い る わけ

で はな い 。

　 大阪府立高校で，情報の 中枢 として の 図書室 に学

校 の サ ーバ ーを設置 し て い る 。 しか し，校務分掌 と

して の 機 能
・
体化 は い ま だ 不 十 分 で あ る。

　大学教員や 大学図書館 に 関 して もこ れ に 近 い こ と

が 言 え る の で は な い か と我 々 は考え る。図 書館 と情

報 セ ン タ
ー

の ，同床異夢 の 合併例 が 見 ら れ る 。

　 「市民 の 知る権利 の 擁護機関として の 図書館一1 と

　 　 藤 間 ほ か ：
「
情 報」 科 目 テ キ ス トに お ける

「

図 書館」

い う こ とが基礎知識 と して あ る 「
図書館情報学 」 と

い う学問分 野 か らす る と，「情報活 用 の 実践力」
「情

報 の 科学的 な理解 」
「
情報社会 に 参画する態度」 と

い うス ロ
ー

ガ ン を掲げ た 教科に お い て ，図 書館へ の

言及があ っ て しかるべ きだと我 々 は 考える 。

　 日本 の 図書館学は，ジ ョ ン ・デ ュ
ー

イ流 の 自己学

習能力育成 に基 づ く情報探索行動 を具現化 した ア メ

リ カ図書館学の 影響 の 外 に ある と は 言えない 。 しか

し
，

上 意下達 の 列 に 繋が れ た 日本 の 学校教 育 で の 図

書館現場 に おい て は，ア メ リカ に お ける 実践 の 効果

が い ま だ 十 分 に投影さ れ て い ない 。

　以 hの 考察を通 して 把握 した 実態は
， 惨憺た る モ

ノ で期待はずれ としか言い ようがな い 。我々 は，こ

の 状態 を等閑視 で きない と考える 。 す なわち ， 新教

科 「情報」 を始め とす る 初等中等教育 に おけ る 情報

教育 に ，図書館情報学 の 視点 を 加味 す る よ う粘 り強

く働 きかけ る必 要があ る と我 々 は 考え る9S）
・
社会 に お

け る 情報 中枢 と し て の 図 書館 ，文書館，博物館等 は，
「
情報」 科 冖の なか で 明確に位置 づ け られ る 必要が

ある と我 々 は考える。その 実現は，学校図書館界 の

み ならず ， 図書館 界全般 ， 図書館学研究諸団体の 批

判力の 強さい か ん に かか っ て い る と言える で あろ う。

我 々 は，そ の
一

如 と し て ，今後情報関係教科書 に 関

して ，そ の 文脈 に 立 ち
「
図書館」 な どの キ ーワー ド

の 所在と用法 を探 り，検討 し，さらに は都道府県別

の 「情報」 科 日，同科目担当者の 実態把握 を進 め た

い と考 え る、，
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『
高等 学校学習指 導要領解説」 2000，開隆堂 ll［1版

3 ） 臨時教 育審議 会編
「
教 育改 革 に 関 す る 第

．一
次 答 申 』 大 蔵

省 印刷局，1985

4 ）情報化社会 に 対 応 す る 初 等 中等 教育 の 在 り方 に 関 す る 調

査 研究 協力者会議 「第一次答 申』 1985

　 こ の 報告 書は，前掲 2 ） の 文 献 に 取 り上 げ られ て い る の

で ，言 及 は よ くさ れ て い る。非 公 式 に は

くhttp：〃www2q ．biglobe，ne ．jp／’kamada ／kyoryokusya1 ，

htm ＞

で 見 る こ とが で きる 。 し か し，国立 国 会図 書館の NDL −

OPAC で も1玉位 情 報学 研 究 所 の webcat で もヒ ッ トせ ず，

　
．次 資料と して 見 る こ とは 難 しい 資料 で あ る 。

5 ）臨時教 育審議 会編
「
教 育改 革 に 関す る 第二 次 答 申』 大蔵

省印刷局，L986
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6 ）本稿 の 目的 と は 合 致 しない の で 深入 りは しない が，こ の

　 答申の 中で
「
情報リ テ ラ シ

ー
」 と い う言葉 が使 わ れ て い る

　 こ とに注 目 して お きた い 。

7〕 前掲 2）

8 〕中 央教育 審議 会
『2ユ世紀 を展 望 した 我 が 国 の 教 育 の 在 り

　 方 につ い て （第
一

次 答 申）』 1996

　 （http：〃www ．rnext ．go．jpfb−menu ／shingi ／121chuuou ！toushin

　 tg607el．htm ＞

9 ） 情報化の 進 展 に対 応 した 初 等中等教 育 に お け る 情報教 育

　 の 推進等 に 関 す る 調 査研 究 協 力 者 会 議 第 1次報 告
『
体系 的

　 な情 報教 育 の 実施に向けて』 1997

　 （http ：！fwww ，mext ，go．jp！b−menU ／shingi ／chousa ／shotou ／002

　 ！toushin／971001，htm ＞

io）教 育課程 審議 会
『
幼稚 園，小 学校，中学校，高等 学校，

　 自学校，聾学校及び養護学校の 教育課程 の 基準 の 改 葺 に つ

　 い て （答 申）』 1998

　 ＜http：〃www ．mext 、go 、jp！b− menu ／shingif12 ／kyuuiku！

　 toushin ／980703 ．htm ＞

11）　前掲 2）

12）三 輪真木子
『
情報検 索の ス キ ル 」 中央公論新 社，20〔〕3

エ3｝情嶺化 の 進展 に 対 応 した 初 等 中等教 育 に お け る 情報 教育

　 の 推進 等 に 関 す る 調査 研 究協力 者 会議
『
最 終 報告 情報 化

　 の 進 展 に 対応 し た教育 環境の 実現 に 向け て 』 1998

　 〈http：〃wwwmext ，gojp／b＿menu ／shingi ！chousa ／shotou ！OO2

　 ／toushin ／980801．htm ＞

14）　rkfr掲13）

15）本 村 猛 能 ほ か
『
情報科教育 法』 学術 図書出版，2003

工6）大 岩元 ほ か
『1青報科教育法』 オ

ー
ム仕，2001

17） 岡本 敏雄 ほ か 「
情報科教育法」 丸善，2002

18）河 村
一

樹 一斐 品 正 照 「情報 科 教 育 法 ；教 職 課 程 テ キ ス

　 ト」 彰国社，2003

19）本 田敏明 ほ か
『
情 報教育の 新パ ラ ダ イム 』 丸善，2003

2D）文 部科 学省
「
半 成 12年 度 新 教科・「

情 報」
「福 祉」 現 職教

　 員等講 習会 に つ い て （通知）』 2000

　 ＜http ：〃wwwkknews ．cojp ！maruti ／tuuti．htm ＞

21〕 「
新教科

「
情報 」 現職 教員等講習会概 要 」

　〈http：”www ．jyose．pref．okayama ．jpXkyoiku＿shienfjweb ！

　 kousyu ／gai／　ou ．htm ＞

22） 中 川 正 樹
「

情轣教 育　 　 今 お こ な わ れ よ う と し て い る

　こ と」
『情報の 科 学 と技術』 50 （8），2003，p ，　i23−139

23）斎 藤 文男
「85％ と い う哀 しみ と喜 び」

「

現 代 の 図 書館 』

　・11〔3〕，2003，p，123−129

24） 長谷 川豊：祐
1
一
情報 リテ ラ シ ーと大学 図書 館」

「
現 代 の 図

　書 食官』，41（3），2003，p ．163−173

25）公 開さ れ て お らず，渦 中に い た者 しか わか らない 事情 が

　ある か もしれ な い と危惧 す る。諸 家 の ご教 示 を頂け れ ば幸

　 い で あ る n
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〈第217 回 〉

テ ーマ ：弱視者へ の 図書館サ
ービ ス に つ い て の

一
考察

　　　　
一

弱視 の 利用者 へ の 面接調 査 を ふ ま え て
一

発表者 ：福西敏文 （大阪市立盲学校 ）

日 時 ：2004年 2月25日 （水）18 ：30〜20 ：45

会 場 ：大阪市立総合生涯学習 セ ン タ
ー

参加者 ：ll名

　発表者 の 福西氏 は，修 士論文
「

弱視者の
「読む 」

と 公共図書館 サ ービ ス 」 を もっ て 大阪教育大学夜 間

大学院を修了さ れ た 。 本研究例会 で は，そ の後の知

見も踏 まえて 発表 された。

0 ．は じ め に

　弱視者は単な る低視力者 で はな く，変視症，羞明

〔光順 応 の 困難），視 野 障害 ， 夜 盲 な ど，異 な る

様 々 な症状 を併せ持つ こ とが ほ と ん ど で あ り，弱視

者個 々 人 の 見 え方，見 え に くさ も千差万別 で あ る。

　 また，自杖を携え る弱視者は少な く，来館 して も，

全盲の視覚障害者 と比 べ て 人的支援 を得に くい 場 合

が 多い と考 え る 。 さ ら に ，公共図書館，点字図書館

の 視 覚障害サ
ービ ス に は，対面朗読 や 点字図書 ，録

音 図 書 の貸出 な ど
，

全 盲 の 視覚障害者 の 利用を想定

した もの が多 い の が現状 で あ る。

　 しか し今 日，30万人 を超え る視覚障害者 の 68．2％

は 弱視者で あ り， 弱視 の 利用者を明確に意識 し た 図

書館サ
ービ ス に も注意 をはらうべ きで あ る 。

1 ．弱視者 へ の 面接調 査

　弱視者の 顕在化 ・潜在化 した情報ニ ーズ を把握 し，

弱視 者サ
ービ ス の あ り方 の 考察 に 役立 て る た め ，

2001年 2 〜4 月 に，15〜57歳 の 弱視者24名へ の 面接調

査 を彳D た 。 調査 の 結果 は，WHO が 2001年に 採択

した 国際 生 活機能分類 （ICF）を参考に分 類 ・整理

し，次 の 考察を得た 。

●　図書館付近 まで 来なが ら所在地 を見つ け ら れ な

　か っ た体験 や ，大規模な図書館 よ りも町 の 小 さな

　書店や コ ン ビニ の 方が，本 や雑誌 を探 しやすい
，

　 と い う感想 を もつ 弱視者が 複数 い た 。 弱視 者 に

　と っ て は，車い す利用者の よ うな垂直移動で は な

　く，図 書館周辺 と館内案内表示の きめ こ まか な工

　夫な ど，水平移動 の バ リ ア フ リー
達成 が 重要課題

　で あ ろ う。特 に ，館内案内表示 で そ の コ
ー

ナ
ー

に
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